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石巻市における児童の身体組成と生活習慣との関連性
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Abstract

This study aims to clarify the relationship between children’s body composition and lifestyle habits in

Ishinomaki City. Within the limitations of the subjects and research methods used, the following findings

were revealed:

1) There is a tendency for a high percentage of children in Ishinomaki City to be at risk of obesity.

2) A certain number of children in Ishinomaki City are identified as having hidden obesity or hidden

underweight tendencies.

3) Children in Ishinomaki City are experiencing disrupted lifestyle habits.

4) Some correlation was observed between body composition abnormalities and lifestyle habits among

children in Ishinomaki City.

It is suggested that future research should examine the multifaceted relationships between changes in

body composition, physical fitness, motor skills, and lifestyle habits. Additionally, it is necessary to iden-

tify indirect factors influencing exercise experiences and to implement initiatives for improvement.

Ⅰ 緒言

令和 4 年度学校保健統計調査（2023）(1)では、

肥満傾向児の割合は男女ともに小学校高学年が最

も高く、特に男子は 8 歳以降 1 割を超えている。

また、痩身傾向児の割合は、男女とも 10 歳以降は

約 2％〜3％台となっていると報告されている。

肥満傾向児、瘦身傾向児ともに年々増加傾向にあ

り、両者は既に幼少期から出現している。子供の

体格異常は、将来にトラッキング（移行）し、生

活習慣病につながることが多くの先行研究で明ら

かにされている（田中、2019）(2)。

子供の体格異常の主な原因は生活習慣の乱れで

ある。我が国は国際的にみても極端に夜型化が進

んでおり、子供たちにも睡眠不足や生活リズムの

悪影響を与え、健全な発育発達、脳や心身の健康

の観点からも問題視されている(3)。その他にも

スクリーンタイムの増加傾向も報告されてお

り(4)、新型コロナウイルス感染症の影響で、子供

の生活リズムが大きく乱れていることも明らかに

なっている(5)。

本学がある宮城県では、以前からメタボリック

シンドローム該当者の割合増加が問題視されてお

り(6)、今後、より深刻な問題へと発展していくこ

とが予想される。メタボリックシンドロームは生

活習慣病の一種であり、生活習慣の乱れと密接な

関連がある。基本的生活習慣は幼少期に形成され

る。幼少期に適切な生活習慣を身に付け、健全な

発育・発達をしていれば、その後の人生において、

生活習慣病にかかるリスクを軽減できると考えら

れる（岡田、2008）(7)。しかし、宮城県では生活習

慣病の罹患率が高いことから、子供の生活習慣に

ついても乱れが生じていることが予測される。宮

城県が公表している令和 4年度学校保健統計調査

結果（2023）(8)では、宮城県は全国平均よりも男

女とも肥満傾向児の割合が高く、石巻圏域は県平

均よりもさらに肥満傾向児の割合が多い。また、

東日本大震災に加え、コロナ禍の影響により、隠

れ肥満、隠れ痩身の子供が一定数いることが想定

される。肥満予防の観点から幼少期からの対応が

求められる。子供の発育・発達及び生活習慣の現

状を把握し、課題を整理することは、今後の生活

習慣病の罹患率減少への改善策を検討する上で活
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用することができる。

幼少期における子供の身体組成の加齢変化を

扱った研究は少ない。幼少期における子供の身体

組成に関する研究が少ないのは測定機器の問題が

ある（渡部、2011）(9)。しかし、最新の体組成分析

の技術は、DXA法に加えて、空気置換法、重水希

釈法、体重測定を組み合わせて体組成を分析する。

これにより、DXA 法のみから分析する方法を超

える精度での分析が可能となった。本研究では児

童において、最新の身体組成分析で測定可能な機

種を用いて、6 歳から 12 歳までの児童について身

体組成を測定し、生活習慣との関連性について検

討する。本研究によって児童における身体組成測

定に関する基礎的な情報を提供するとともに、児

童における身体組成と生活習慣との関連性を把握

するための基礎的な資料として検証を試みるもの

である。

そこで本研究では、石巻市における児童の身体

組成と生活習慣の現状を明らかにし、その関連性

を検討することを目的とした。

Ⅱ 方法

1．対象者

本研究の対象は、石巻市内の小学校 10 校の 1

年生から 6 年生に在籍する 1083 名（男子 571 名、

女子 512 名）の児童であった。表 1に学年別の標

本数、身長、体重を示す。また、表 2に各学年の

標本数を示す。標本全体の身長の平均値±標準偏

差は 133.5±12.1 cmであり、体重は 33.1±10.2 kg

であった。調査期間は、令和 5年 11 月から令和 6

年 1月に実施した。

2．調査項目

（1）体格

身長、体重を測定し、肥満度を算出した。日本

肥満学会が定める「小児肥満症診療ガイドライン

2017」(10)に準拠した。表 3に標準体重の推定式を

示す。性別、年齢別、身長別標準体重から肥満度

を求め、肥満度 20％以上を「肥満傾向児」、-20％

以下を「痩身傾向児」とした。肥満度並びに標準

体重の計算式は以下の通りである。

肥満度(％)＝(実施の体重(kg)−標準体重(kg))

÷標準体重(kg)× 100(％)

〔標準体重＝ a×実測身長(㎝)− b〕
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（2）身体組成の測定

身体組成は、タニタ社製体組成計 MC-780A-N

（マルチ周波数 8 電極 BIA 方式）を用いて測定し

た。項目は、体重、筋肉量、体水分量、推定骨量、

除脂肪量、体脂肪率および体脂肪量、であった。

対象者は上下長袖長ズボンを着用し、着衣量を全

対象者 1 kgに設定した。測定の時間帯は、午前 9

時から 12 時までの間で統一した。

得られた結果から、タニタ（2009）(11)の基準に

準拠し、体格の判定を実施した。体脂肪率による

体格の判定基準を表 4に示す。判定基準に基づい

て、「肥満傾向児」、「標準児」、「瘦身傾向児」に分

類した。

（3）生活習慣に関する調査

生活習慣に関する調査は、対象児の保護者に対

して質問紙を用いて実施した。調査の主な項目

は、家庭での身体活動の有無・頻度・時間、家庭

での間食の有無、夕食時刻、スクリーンタイム、

就寝時刻、起床時刻、朝食の摂食状況、排便状況、

であった。

3．分析方法

肥満度による体格判定と体脂肪率による体格判

定の結果を比較し、「隠れ肥満傾向児」「隠れ瘦身

傾向児」の出現数を算出した。また、身体組成と

生活習慣との関連性を検討するために、ピアソン

の積率相関係数を算出した。さらに、「肥満傾向

児」「標準児」「瘦身傾向児」の体格分類の違いに

よる生活習慣の関連性を検討するために、一元配

置分散分析並びに多重比較検定を実施した。多重

比較検定は Bonferroni 法を用いた。統計分析に

は IBM SPSS Statistics 29.0.1.0を用いた。統計的

有意水準は 5％に設定した。

4．倫理的配慮

体格・身体組成の測定ならびにアンケート調査

は、対象者の所属する小学校の学校長および対象

の小学校を管轄している行政機関の許可のもと実

施した。測定実施にあたって、対象者が未成年者

のため、対象者の保護者に研究説明書を用いて研

究の主旨、データの利用、保管に関する事項を説

明し、これに対するインフォームドコンセントを

得た。これらを理解した上で、調査研究にご協力

いただける対象者の保護者に対して同意書に署名

捺印をいただいた。対象者は急性および慢性の疾

患を患っている者はいなかった。

本研究は、石巻専修大学研究倫理委員会にて倫

理審査（申請番号：2023-001）を受け、承認を得

た上で実施した。

Ⅲ 結果と考察

1．身体組成の測定結果

児童の体脂肪率、脂肪量、徐脂肪量、筋肉量、

推定骨量、体水分量の平均値並びに標準偏差を表

5に示す。

体脂肪率の全体の平均値は、1 年生 16.8±6.6

（％）、2 年生 18.9±8.8（％）、3 年生 21.6±10.2

（％）、4 年生 21.3±9.7（％）、5 年生 23.4±9.3（％）、

6 年生 23.5±9.6（％）であった。脂肪量の全体の

平均値は、1 年生 4.1±2.4（kg）、2 年生 5.4±3.7

（kg）、3 年生 7.2±5.2（kg）、4 年生 7.9±5.8（kg）、

5 年生 9.7±6.0（kg）、6 年生 11.1±6.4（kg）であっ
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表 4 体脂肪率による体格の判定基準
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た。徐脂肪量の全体の平均値は、1 年生 18.9±2.1

（kg）、2 年生 21.0±2.3（kg）、3 年生 23.2±3.1

（kg）、4 年生 26.0±3.2（kg）、5 年生 29.0±4.1

（kg）、6 年生 33.4±4.9（kg）であった。筋肉量の

全体の平均値は、1 年生 18.0±1.9（kg）、2 年生

20.0±2.2（kg）、3 年生 22.1±2.9（kg）、4 年生

24.7±3.0（kg）、5 年生 27.5±3.8（kg）、6 年生

31.6±4.6（kg）であった。推定骨量の全体の平均

値は、1 年生 0.8±0.1（kg）、2 年生 0.9±0.1（kg）、

3 年生 1.1±0.2（kg）、4 年生 1.3±0.2（kg）、5 年

生 1.5±0.2（kg）、6 年生 1.7±0.3（kg）であった。

体水分量の全体の平均値は、1 年生 13.8±1.5

（kg）、2 年生 15.3±1.7（kg）、3 年生 17.0±2.2

（kg）、4 年生 19.0±2.3（kg）、5 年生 21.2±3.0

（kg）、6 年生 24.4±3.6（kg）であった。

2．肥満度による体格判定の結果

身長、体重から肥満度を算出した。その結果を

表 6に示す。

肥満傾向児の出現数は全体で 220 名であり、出

現率は 20.3％であった。学年別の結果では 6 年生

が 24.6％と最も高い出現率を示した。性別で確認

すると、男子では 3 年生が出現数 31 名、出現率

29.8％と最も高い値を示した。女子では 6 年生が

出現数 19 名、出現率 25.0％と最も高い値を示し

た。

瘦身傾向児の出現数は全体で 8 名であり、出現

率は 0.7％であった。学年別の結果では 2 年生が

1.7％と最も高い出現率を示した。性別で確認す

ると、男子では 2 年生、4 年生、6 年生で、出現数

が 1 名、出現率 1.0％であり、それ以外には算出さ

れなかった。女子では 2 年生、6 年生が出現数 2

名、出現率 2.6％であった。

学校保健統計調査結果(8)では、肥満傾向児の割

合で宮城県が全国値を大きく上回っている。その

宮城県の結果と石巻市の肥満傾向児の割合を比較

すると、男女ともに石巻市の児童の方が肥満傾向
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児の割合が高い結果となった。これらのことか

ら、石巻市における児童は、肥満傾向児の割合が

高い傾向があることが示された。

3．体脂肪率による体格判定の結果

身体組成の測定で得られた体脂肪率の結果をも

とに、体格の判定を行った。その結果を表 7に示

す。

肥満傾向児の出現数は全体で 247 名であり、出

現率は 22.8％であった。学年別の結果では 6 年生

が 28.6％と最も高い出現率を示した。性別で確認

すると、男子では 5 年生が出現数 31 名、出現率

33.3％と最も高い値を示した。女子では 6 年生が

出現数 20 名、出現率 26.3％と最も高い値を示し

た。

瘦身傾向児の出現数は全体で 30 名であり、出

現率は 2.8％であった。学年別の結果では 2 年生

が 5.0％と最も高い出現率を示した。性別で確認

すると、男子では 4 年生が出現数 6 名、出現率

6.3％と最も高い値を示した。女子では 2 年生が

出現数 5名、出現率 6.4％と最も高い値を示した。

瘦身傾向児、肥満傾向児の割合がどちらも一定

数あることから、体格の二極化が生じている可能

性が示唆された。

4．隠れ肥満・痩身傾向児の出現数並びに出現率

肥満度による体格判定と体脂肪率による体格判

定の結果を比較し、「隠れ肥満傾向児」「隠れ瘦身

傾向児」の出現数を算出した。肥満度による体格

判定では「標準」に該当するが、体脂肪率による

体格判定では「肥満傾向」に該当する児童を「隠

れ肥満傾向児」とした。また、肥満度による体格

判定では「標準」に該当するが、体脂肪率による

体格判定では「痩身傾向」に該当する児童を「隠

れ痩身傾向児」とした。さらに、肥満度による体

格判定では「肥満傾向」「痩身傾向」に該当するが、

体脂肪率による体格判定では「標準」に該当する

児童を「誤判定」とした。その結果を表 8に示す。

隠れ肥満の出現数は 51 名であり、出現率は

4.7％であった。隠れ瘦身の出現数は 24 名であ

り、出現率は 2.2％であった。誤判定の出現数は

26 名であり、出現率は 2.4％であった。

多くの小学校では身長、体重をもとに肥満度を

算出し、体格の判定を行っている。現状の方法で

は、「肥満傾向児」と判定されなければならない児

童も「標準」と判定されてしまう可能性がある。

小学校において、体組成計を用いた身体測定の必

要性が示唆された。

5．生活習慣に関するアンケート調査結果

表 9に生活習慣に関するアンケート調査の結果

を示す。身体活動量、睡眠状況、食事の状況、排

便の状況、スクリーンタイムの状況は、平日と休

日で項目を分けて調査を実施した。

中強度以上の運動の実施率は、1 週間の合計で

67％であり、実施頻度は 0 回が 33％、実施時間は

0 分が 33％であった。平日の運動時間は 0 分が

43％であった。休日の運動時間は 0 分が 42％で
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あった。平日と休日の平均運動時間を比較する

と、休日の運動時間が長く、2 時間以上運動を実

施している児童の割合も高かった。

睡眠の状況に関しては、平日の就寝時刻の平均

値が 21 時 29 分であり、「22 時以降」に就寝する

児童の割合が 37％であった。休日の就寝時刻の

平均値が 21 時 35 分であり、「22 時以降」に就寝

する児童の割合が 43％であった。平日の起床時

間の平均値は 6 時 32 分であり、「6 時半から 7 時

前」に起床する児童の割合が 51％であった。休日

の起床時間の平均値は 7 時 30 分であり、「8 時以

降」に起床する児童の割合が 41％であった。平日

の睡眠時間の平均値は 8 時間 59 分であり、「9 時

間未満」の睡眠時間の児童の割合が 37％であっ
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た。休日の睡眠時間の平均値は 9 時間 53 分であ

り、「9 時間未満」の睡眠時間の児童の割合が 9％

であった。平日と休日の平均睡眠時間を比較する

と、休日の睡眠時間が 1 時間ほど長く、11 時間以

上睡眠時間を確保できている児童の割合も高かっ

た。

食事の状況に関しては、学校以外の間食の摂取

状況では「毎日食べる」児童の割合が 63％であっ

た。平日の朝食の摂取状況では「毎日食べる」児

童の割合が 90％であった。休日の朝食の摂取状

況では「毎日食べる」児童の割合が 86％であった。

平日の朝の排便状況に関しては、「朝しない時

の方が多い」児童の割合が 29％であった。休日の

朝の排便状況に関しては、「朝しない時の方が多

い」児童の割合が 27％であった。

平日のスクリーンタイムの状況に関しては、平

均値が 134 分であり、120 分以上の児童の割合が

68％であった。休日のスクリーンタイムの状況に

関しては、平均値が 225 分であり、120 分以上の

児童の割合が 88％であった。

WHO（世界保健機関）は、2019 年に「身体活動

および座位行動に関するガイドライン」(12)を発表

した。5 歳から 17 歳の子どもに対して、次のよう

な基準を定めている。①少なくとも 1 日 60 分の

中高強度の身体運動を週 3 日以上取り組むこと。

②子どもおよび青少年は、座位のまま過ごす時間、

特に余暇時間でスクリーンタイムが短くなるよう

に制限をかけること。これらの指針をもとに石巻

市における児童の生活習慣の現状を確認すると、

身体活動に関しては、1 日 60 分以上運動を実施し

ている児童の割合は 22％だった。週 3 日以上運

動を実施している児童の割合は 49％だった。こ

れらの結果を踏まえると多くの児童が基準に満た

ないことが明らかとなった。また、スクリーンタ

イムの状況では、休日の視聴時間が平日に比べて

90 分程長く、余暇時間でスクリーンタイムが短く

なるように制限をかけることができていないこと

が想定された。

これらの結果から、石巻市における児童の生活

習慣の乱れが示唆された。

6．身体組成と生活習慣との関連性

身体組成と生活習慣との関連性を検討するため

に、それぞれの結果からピアソンの積率相関係数

を算出した。その結果を表 10に示す。

相関分析の結果、多くの項目で有意な値が認め

られた。特に平日の睡眠時間と身長、体重、脂肪

量、徐脂肪量、筋肉量、推定骨量、体水分量との

間、平日のスクリーンタイムと体重との間に有意

な弱い相関が認められた。

さらに、「肥満傾向児」「標準児」「瘦身傾向児」

の体格分類の違いによる生活習慣の関連性を検討

するために、一元配置分散分析並びに多重比較検

定を実施した。多重比較検定は Bonferroni 法を

用いた。その結果を表 11 と図 1〜4に示す。

一元配置分散分析の結果、「一週間の平均運動

時間」「休日の平均運動時間」「平日の平均睡眠時

間」「休日のスクリーンタイム」に有意な主効果が
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認められた。多重比較検定の結果、「一週間の平

均運動時間」「休日の平均運動時間」「平日の平均

睡眠時間」で標準児が肥満傾向児よりも有意に長

い値を示した。「休日のスクリーンタイム」につ

いては肥満傾向児が標準児よりも有意に長い値を

示した。瘦身児傾向児と標準児との間には有意な

差は認められなかった。

これらの結果から、体格異常と生活習慣との間

に一部関連性が認められた。特に平日の睡眠時間

や休日の運動時間、スクリーンタイムが身体組成

に影響を与えていることが示唆された。

7．研究の限界

本研究の対象者は石巻市の小学校に所属してい

る子どもであり、標本数が 1083 名と中規模集団

だった。今後は地区別や他市、他県との検討が実

施できるように、測定調査を継続的に行うととも

に、他地域のデータを蓄積していくことが必要で

あると考えられる。また、今回測定した身体組成

はあくまで推定値であり、その傾向をとらえてい
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図 1 体格の分類による 1週間の平均運動時間の差
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図 2 体格の分類による休日の平均運動時間の差
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図 4 体格の分類による休日のスクリーンタイムの差

表 11 一元配置分散分析の結果
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るものである。今回得られた結果は研究方法論上

の限界を有しており、結果の解釈に注意する必要

がある。

Ⅳ 結論

本研究では、石巻市における児童の身体組成と

生活習慣との関連性を明らかにすることを目的と

し、研究に用いた対象者及び研究方法上の限界の

範囲内において、次のことが明らかとなった。

1）石巻市における児童は、肥満傾向児の割合が

高い傾向がある。

2）石巻市における児童は、隠れ肥満傾向児や隠

れ瘦身傾向児が一定数いる。

3）石巻市における児童は、生活習慣の乱れが生

じている。

4）石巻市における児童は、体格異常と生活習慣

との間に一部関連性が認められた。

今後は、体格の変化と体力・運動能力、生活習

慣との多角的関連性に検討し、運動経験に影響を

与える間接的要因を明らかにするとともに、改善

に向けた取り組みを実施していく必要があること

が示唆された。
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